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仏沼湿原におけるオオセッカ個体群の現況と生息地選好

中道里絵｡上田恵介

立教大学理学部動物生態学研究室.〒171-8501東京都豊島区西池袋３丁目34-1

はじめに

オオセッカＬｏａﾉsze/zaa:Ｉでノゾはウグイス科センニュウ賊に脆し，中国東北部,ロシアのウス

リー地方および日本に生息する極東地域の固有種で,大陸産亜種オナガオオセッカし.〃．

.Rﾉi/7G"ぷなと'-1本産亜種オオセツカル.〃ｐ/”の２亜硫が知られている(茂'１:１１９９１，Mori()ｋａ

＆ShigGtaI993，Ｒ木鳥学会2000)．'-1本では1936年に宮城県蒲生において,唯・の繁殖個

体群が観察されたが(竹谷1938)，1938年にその個体群が消滅して以来，1972年に沖I際､|魚島

扉瓜山地域の湿原で営巣中のオオセッカが発見されるまで(大八木1973)，水稲の繁殖地は

長いあいだ不明であった.その後，1973年に秋田県八郎潟.F拓地で繁殖個体群が発見され

た(西出1975)のにつづいて，Ｉｌｆ森県内では1975年に岩木川河｢1と高瀬川河1-1部の河川敷

で,そして'980年には仏沼Ｆ拓地で繁殖期の生息が確認された(金井･柿田1994,オオセッ

カ生息環境I淵査グループ1995)．

しかし,オオセッカの個体数は|叫内ではわずか1,000羽腿度とされており,環境省の2002年

のレッドデータﾘｽﾄでは絶滅危恨lB類として分類されている．一般に生物集団が辿‘伝的多様

性を保ち,集団の絶滅を防ぐのに必要な有効集団サイズは500羽程度とされているが

(Franklinl980,鴬谷･矢原1996)，1,000羽という推定値は,偶然の個体数変動や予期できな

い生息地の環境の変化を考えると十分な数とは言いがたい(XagaLal997)．このように絶滅の

危険をはらんだ種の保全には,その4蝿､環境を保全していくことはもちろんであるが,常に個

体群の動向を把握し,個体群の維持管理のために柔軟な方策を講じる必要がある．

このような背景をふまえ,今回，Ｈ本最大のオオセッカの繁殖地とされている青森県仏沼に

て,オオセッカの生息個体数と堆息地選好についての調査を行なった.オオセッカの現況を

把握し,オオセッカが好む環境条件を明らかにすることで,その保全に役立てることがこの研

究の側的である．

2002年１２月１２日受理

キークーハ･オォをシカ,飲鉢〃．〃が･縦握猿生忽地塗〃,必混ヨシ原
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図1．調査地の概観.Ａ域:湖畔の間然

草地,Ｂ域:水川と休耕１１１，Ｃ域:仏

沼湿原．
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調査地

捌杏は,青森県三沢市外〔部,小河原湖畔にある仏沼一帯(40.41,Ｎ，141.22､li)で行なっ

た.調査地とした仏沼一帯は,南北約3.7km,東西約2.0km,面積約744haの水山とヨシ原をI|』

心とした湿地帯である.仏沼一帯は1960年代に水田として利用するためのＦ拓が行なわれ

た.しかし,その後の減反政策で米作りが行なわれないまま,中心に位侭する仏沼本体に

250ha余りのヨシ原が残され,現在ではさらに周囲の水田にもヨシの生えた休耕山が広がりつ

つある．

調査はこの地域一帯を下記の３つの|X域に分けて行なった(図ｌ)．小川原湖の岸辺沿いに

あるヤナギ類などの潅木が多く生えた丈の11.Ｉｉい自然草原のＡ地区(幅250ｍ,長さ3kｍ,而被

55ha)，主に水田や休耕田がひろがる仏沼ﾙ!il辺のB地区(面積約439ha)，干妬の*Ｉ残で呪ｲｌＩ

も水路により水位の洲節が行なわれ,放牧場跡とヨシ原になっている仏沼本体のＣ地|ﾒ:(南北

約2.5k11】,東西約1.2kｍ,面枝約250ha)である.Ｃ地区はほぼ全域にヨシが茂っているが,節・

隅にヨシ/冒｝/>nag刀7/Yesco"7"7("'ﾉisが優占し,第二胴にスゲ類Ｑ?/画sPp､やイグサ噸./lﾉ"c"‘9spp．

などが生い茂る重層構造となっている部分と,ヨシのみの単層構造の部分,ヨシの裕度が比較

的低く,スゲ類やイグサ類が高裕度で生えている部分が混在している.また仏沼一格では,椋
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年４月はじめに野焼きがなされる.これは結果的にヨシ原の発達や植生の遷移にも影響を与

えている．

調査方法

オオセッカの個体数をかぞえるために,Ａ地区を２つ,Ｂ地区を８つ,Ｃ地区を４つの区域に分

け,およそ５haの計14の区画を設定した.この14区画について日本野鳥の会三沢支部会員，

北里大学･立教大学の学生らの協力を得て,青雛中の巣が多いオオセッカの繁殖の最盛期で

ある2002年６月２４日と繁殖後期にあたる2002年７月22日に各１回,各回総勢約30名程で分

担し,個体数調査を行なった．

両日とも夜明け直後の午前４時半に調査を開始し,１つの調査区画を２～3人で担当し,農

道とあぜ道に沿って歩き,両側50ｍずつ(１００，幅)の中に現れる個体をすべてl/1,000の地図

上に記録した.また,それぞれの個体について,その行動と性別を別表に記録した.オオセッ

カは,繁殖期になるとヨシの先端にとまり,雄が嘘んにさえずり飛朔を行なう(三上1998)．この

特性を利用し,さえずっている雄を中心に記録した.オオセッカは一夫多妻で,繁殖期を通じ

て雄はさえずりつづけるので,この方法で大きな見落としはないと思われた.またごくわずかに

雌も記録されたが,これらの雌の数は今回の調査結果の解析からは省いた．

それと共に,野焼きがどの程度なされているのかを調べるために,ヨシ原内に枯れヨシの茎が

残存しているかどうかを基準にして,地図上に区画ごとの枯れヨシの残存の有無を記入した.７

月の調査では,仏沼の植生環境調査に重点を置き,６月の調査と同様に調査地区を14区画に

分け,各調査区域内の植生を地図に記入した.植生は,ヨシ原の中に残っている前年の最も

背の高い枯れヨシの高さから,その最終的な高さを推定した.それに基づいて2.2ｍ以上のヨシ

を高層ヨシ,1.0～2.2ｍを中層ヨシ，1.0ｍ以下を低層ヨシに分類し,それぞれについて枯れヨ

シがあるか否かで,野焼きの有無を区別した.この６通りのヨシ原にガマ,水田，低草湿原,そ

の他の環境の４通りの環境を加え,計１０通りの環境に分け,地図にそれぞれの植生を記入

し,各個体が確認された位置をその上に落とした．

結果

2001年６月の調査で確認した,さえずっているオオセッカの雄の個体数はA,Ｂ,Ｃ３つの調

査区全体で446羽であった.周囲の休耕田(B地区)が最も多く,256羽で全体の57％,仏沼本

体(C地区)は176羽で全体の39％,湖岸の自然植生帯(Ａ地区)は14羽で,全体の３％であっ
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似'２．６，７月のオオセツカの地域ごとの密度．
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た.密度で比較すると,周囲の休耕出(B地|幻の0.58羽/haに対し,仏沼本体(C地区)は0.70

羽/ha,湖岸の自然植生帯(Ａ地区)は0.25羽/haと,まわりの休耕田地帯よりも仏沼本体の密

度がわずかに高かった(図２)．

７月の調査ではさえずっている雄が.鵬18羽と,６月のI淵査とほとんど変わらない個体数が記録

された.湖岸の自然植生帯(Ａ地区)は１０羽で全体の2％,周|〃|の休耕田(B地区)は273羽で

全体の61％’仏沼本体(C地区)は165羽で全体の37％であった.密度で比較すると,Ａ地区は

0.18羽/ha,Ｂ地区は0.62羽/ha,．仏沼本体(C地区)は0.66羽/haで,６月の調査とほぼ同じ傾

向が観察された(図２)．オオセツカの分布状況をみると,６月，７月とも,調査地全体にまんべ

んなく分布しているのではなく,両月とも,周1M:|の休耕lIl(B地|X)では南西側と北側に集中し

ており，仏沼本体(C地区)では特に北から北東側に集中して催息していた(凶３)．

６ｊlの洲査の際に枯れヨシの有無により,野焼きが行なわれた場所を判別したところ,仏沼全

体に野焼きがされているが,大面穣が一様に焼けているのではなく,ところどころに焼け残った

場所があり,モザイク状の景観を呈していた.また,枯れヨシがみられない場所がすべて野焼き

にあっているわけではなく,近年,急速にヨシが繁茂した場所,特に休耕川では,枯れヨシは

今年の春以降に繁茂したヨシに覆い隠されていると思われた.７月に行なった植生調査から得

られた結果からは,周囲の休耕|工l(B地区)では,水川のI･'１にかなりの面積でヨシ原が広がって

いることがわかった．

６月と７月のオオセッカの密度と,調査地の野焼きの有無,ヨシの高さとの関係を分析した結

果,両月ともオオセッカの密度は中層ヨシで尚く，また枯れヨシのない環境で高かった(図４)．

オオセッカの密度と，１０通りの植生との関･係を多血比較検定したところ(SchefI1eの検定法)，巾

胴ヨシ(野焼きあり)とその他の植生との差が有意であり,オオセッカの密度に最も影響を与え
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図３．６ﾉ1と７月のオオセッカの分ｲｉｊ

状況．
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図５．異なる植生におけるオオセッカの生息密度の比

較.Ｂ:ガマ･イグサ湿原,１１Ｎ:尚屑ヨシ(野焼きな

し)，ＨＢ:高痛ヨシ(野焼きあり)，Ｐ:水山，Ｍｘ:中

層ヨシ(野焼きなし)，ＭB:中胴ヨシ(野焼きあり)，

い:低層ヨシ(野焼きなし)，ＬＢ:低屑ヨシ(野焼きあ

り)，ＬＧ:低層草原,Ｏ:その他の械生．
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図４．野焼きのあった場所となかった場所でのヨシ

の商さとオオセッカの密度の比較．
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図６．この１０年間におけるオオセッカ個体数

の期加．
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ていた.すなわちオオセッカの密度が最も高い植生は，中届ヨシで,枯れヨシのない環境,す

なわち多くの場所では野焼きがなされた環境であることが明らかになった(図５)．

考察

1992年にオオセッカ生息環境調査グループによって,今回と同様の手法で行なわれた調査

結果(オオセッカ生息環境調査グループ1995)と比較すると,湖岸の自然植生帯(Ａ地区)で

12羽→14羽(1.16倍)，周囲の休耕田(B地区)で33羽=>256羽(7.76倍)，仏沼本体(Ｃ地区)で

127羽→176羽(1.39倍)，全体では172羽=>446羽(2.59倍)と,特に仏沼を取り囲む周囲の休

耕田(B地区)で,ここ１０年の間にオオセッカの個体数の大幅な増加がみられた．

オオセッカの個体数は,ヨシの高さにかかわらず,すべてのヨシ原で増加しており,特に中層

のヨシ原では大幅に増加していた(図６)．一方,ガマ７jp/7ａｓｐ､が広がる地域では減少して

おり,水田や丈の低い草が広がる地域での変化はみられなかった.オオセッカの個体数の増

加が認められた周囲の休耕田(B地区)は1992年の時点では水田や耕作放棄直後の湿地状

の休耕田だったのが(オオセッカ生息環境調査グループ1995)，2002年までに中程度の高さ

のヨシ原に大幅に変化したので,そのことがオオセッカの個体数増加の原因と思われる．

オオセッカは,生息地として,ヨシ原のなかでも中層とした1.00～2.20ｍの丈のヨシ原を最も

好んだ.その理由として,営巣場所としてのスゲ類などの下草の有無が関与していると考えら

れた.オオセッカはヨシ原を好んで生息するが,ヨシが優占種である場所では生息数が少な

く，スゲ類やイグサ類などの下草が優占種として50～60％を占め,その上にヨシが茂っている

ような多層構造の植生を好むと言われている(Fujita＆Nagatal997)．八郎潟で行なわれた調
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査結果も,オオセッカの密度が高いところはヨシだけでなく，下草として,イ./h"7ｃｕｓＧ"Iﾉsusや

ヤマアワQMa"agmg雄ｅｐﾉｉ９Ｆｊｂｓが茂っている場所であることを示している(西出1975,

1982)．ヨシが高くなってしまうと,光が充分に地表まで届かないため，下草の成長が悪くなる．

そのため高層のヨシ原は生息地としては好まれないものと思われる.中層,低層のヨシ原で

は,地上部にまで充分に光が届くため，下草の成長に好適な条件が維持されていると考えら

れた．

しかし,この調査では,中層ヨシと同様に地上部まで充分に光が届くと考えられる低層のヨシ

原は,好まれているようにはみえなかった.それは今回は解析を行なわなかったが,ヨシ原に

生えるスゲなどの下草の生育には光条件とともに,水位や土壌条件も関与しているからだと思

われる.スゲ類の生育には,少し湿り気がある程度から,せいぜい５ｃｍ位の水位の場所が好

適と考えられているが(オオセッカ生息環境研究グループ1995)，仏沼では高さ１．００ｍ以下の

低層ヨシが分布している地域の土壌は,固い砂の層が地上付近まであるため養分が少なく,ス

ゲ類も生えず,ヨシの根の成長も抑制されているため,低層の景観を呈していると考えられて

いる(オオセッカ生息環境研究グループ1995)．このことが低層ヨシでのオオセッカの生息数

が少ない要因となっているのだろう．

仏沼一帯では,毎年,４月はじめに野焼きがなされる.野焼きは渡来当初のオオセッカのとま

り場としての枯れヨシをなくしてしまうため,渡来したばかりのオオセッカはまず,焼け残った枯

れヨシのある場所に定着する(オオセッカ生息環境調査グループ1995)．しかし今回の６，７月

の調査データは,オオセッカは野焼きがなされたあとのヨシ原に好んで生息していることを示し

ていた.これはオオセッカが定着の初期は,焼け残った枯れヨシのあるヨシ原に定着するもの

の,野焼きされたあとにヨシが成長するにしたがって,周囲へ分散し,なわばりを再構築するの

だと考えられた.オオセッカ同様,ヨシ原を好むオオヨシキリＡＣ/℃capﾉｳaﾉﾋﾉｓｏﾉぢﾉ7緬脆を対象に

なされた,野焼きと生息地選好の関係を調査した研究では,ランダムな野焼きがオオヨシキリの

生息には最適だとされている(西海･山岸1999)．仏沼の場合は,意図的ではないが,広い面

積にわたってヨシ原が焼き尽くされることはなく,常に枯れヨシのパッチが焼け残っているため，

渡来当初のオオセッカの定着･生息が可能になっているのであろう．

八郎潟において,1977年には122羽のオオセッカが確認されたが,現在ではほとんど繁殖が

みられない.この原因は,湿地帯の乾燥によりヨシ原が減少し,ススキ群落が増加したためと言

われている(西出1993)．今回の研究においても,ここ１０年間に起こった植生の変化に伴った

短期間の個体数の増加からもわかるように,オオセッカは植生の変化に大変左右されやすい
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鳥といえる.本種の保全のためには,生息地に適しているヨシと下草の微妙な植生バランスを

維持･保全することが重要なのは明らかである．

オオセッカについて不思議なことは,オオセッカが生息できそうな植生環境は全国的に数多

くあるにも関わらず,その生息が仏沼や利根川など,特定の地域に限定されていることである．

今回の調査でも中程度の高さのヨシがあって,春先に野焼きが行なわれた場所においてオオ

セッカの密度が高いという結果が出たが,ではオオセッカにとって,そうした場所のどんな要因

が生息に効いているのかはまだよくわかっていない.今後,下草の密度や巣のまわりの状態な

ど,営巣場所の微環境を詳しく調査する必要がある．

オオセッカのような繁殖地と越冬地が異なる渡り鳥の場合,越冬地の保全も重要である.現

在報告されている越冬地は,茨城県の霞ヶ浦と浮島,静岡県沼津市,愛知県海部郡,渥美

郡,千葉県木更津市,宮城県の各地などであるが,どこで繁殖した個体群が渡来して来るのか

などはまだよくわかっていない(山階鳥類研究所1996,1998)．霞ケ浦については,越冬地で

の定住‘性が高いという報告がなされているが(Nagata＆Yoshidal997)，越冬生態については

いまだ詳しく知られていない.本種の保全のためには越冬個体群の把握も含めた全体的な管

理が必要である.また,岩木川やほかの生息地相互で,異なった個体群同士の遺伝的交流が

どの程度行なわれているかを明らかにすることは,集団の絶滅を防ぐための管理手法を確立

するために非常に重要だと思われる．

要約

オオセッカＬＯＣ唖ｅｊＡ２”'Pﾉは,関東北部のごく限られた生息地でこれまでに約1,000羽程度の生息し

か確認されておらず,絶滅の恐れが危‘帆されている烏である.本樋の保全のためには正確な個体数を把

握する必要がある.そこで2001年の繁殖期に,これまでに最も多くオオセッカの個体数が確認されている

青森県三沢市の仏沼湿原一帯を調査地とし,現在の植生状況とオオセッカの個体数の調査を行なった．

調査はオオセッカの繁殖期にあたる６月下旬と７月下旬に１回ずつ,各30名ほどの調査員が,さえずっ

ているオオセッカの個体数と,植生,ヨシの高さ,そして野焼きの有無を地図上に記録した．

オオセッカの生息地選好について,いくつかの環境条件との相関を解析したところ,オオセッカは,１．００

～2.20mの中程度の商さのヨシ原で,野焼きが行なわれて,枯れヨシの存在しないヨシ原に,より高い密度

で生息していることが明らかになった．

この10年間でのオオセッカの個体数の急激な増加は,1992年の時点では耕作放棄直後の休耕田だっ

た場所が,生息に適したヨシ原に変化したことに起因していることがわかった．



1３

謝辞

本研究を行なうにあたり,多くの方々に協力をいただいた.野外調査においてさまざまな面で協力して

いただいた日本野鳥の会三沢支部の宮彰男，関下斉，三戸貞男，麦沢勉,久保益男,小田英昭,安藤

一次,内山登,山田英理子,新山伊佐雄,姥名純一,津曲隆信,小沢健,佐藤裕扇,作山宗樹ほかの皆

さん，日本野鳥の会の小林豊さん,北里大学自然界部野鳥班の皆さん,立教大学大学院の斎藤武馬，

遠藤菜緒子,石毛久美子,留学生のAaronBowmanの諸氏には調査を手伝っていただいた.また得られ

たデータを解析するにあたって同じく院生の森本元,高木窓太郎の両氏にお世話になった.その他お世

話になったすべての方々に心より感謝したい.なお,調査にあたっては,三沢市から財政的援助を得た．

引用文献

FraI1klin，１．Ｒ，１９８０．EvolutionarychangeinsmaIlpopulalions．Ｉn：ConservaLionBiology，an

EvolutionaryEcologicalPerspectives，Soule,Ｍ,Ｅ,＆Wilcox，Ｂ､Ａ・eds、SimlGuI.,SundGrland・

FujiLa，Ｇ、＆Nagata，Ｈ、１９９７．１ｺrefbrablehabitatcharactGristicｓｏ１.malGJapanGseMarshWarblers

ノVbZ徹ﾉｾ"ＷＳ”御inbreedingseasonatHotoke-numareclaimGdar“，Northernl-lonshu,Japan．』、
Yamashinalnst・Omitho1.29:43-49．

金井裕･植田睦之．1994．オオセッカの生息地の分布と現状．平成５年度希少野生動植物生息状況調
在報告書．ｐｐ・’-7．環境庁,東京．

三上修．1998．ヨシ原に生息する鳥類のなわばり形成とそこで見られる極内･穂間の関係．Ｂｉｒｄｅｒｌ２
（１２):34-39．

Morioka，I･{.＆ShigGta,Ｙ、1993．Genericallocationo｢theJapaneseMarshWarblerルノｂ晋ﾂﾙﾉTﾉs”'色ノゾ

（AvGsESylviidae)．Bull.Ｎat・Sci.Ｍus・Ser.Ａ,１９:37-43．

Nagata，1.1.1997．PresentstatusofthGjapaneseMarshWarb1erW圏gWt"恋ｐﾉ:y笹"）andits
conservation．』､Yamashinalnst・Omitho１．２９:27-42．

Nagata,Ｈ,＆Yoshida,1.1.1997．SomeonthewinteringecologyorJapanGseMarshWarblGrs,』Vど“〃畑ｓ
ｐノァ巳ノズ狐twositesaroundLakeKasumigaura．」､Yamashinalnst・Omitho1.29:50-56．

日本烏学会．2000．日本鳥類目録第６版．日本烏学会,帯広市．

西出隆．1975．八郎潟干拓地におけるオオセッカの生態1．干拓地の分布と繁殖地の概要．山階烏研
報７:681-696．

西出隆．1982．八郎潟干拓地におけるオオセッカの生態2.干拓地内での分布の推移．Ｓｔｒｉｘｌ：１－１８．

西出隆．1993．八郎潟干拓地におけるオオセッカの生態3.個体数変動とその変動要因．Strixl2:４１－
５２．

西海功･山岸哲．1999．ヨシ原の火入れがオオヨシキリの社会榊造に及ぼす膨聯．関西自然保護機構
会報２１(2):179-186．

オオセッカ生息環境研究グループ．1995．北国の湿原湿地帯のシンボルであるオオセッカの好む環境
に関する研究,三沢市仏沼湿原．第６回ﾄﾖﾀ財団市民研究コンクール助成研究No.6C-031．

大八木昭．1973．オオセッカの繁殖を確認．野鳥３８(1):4-8．

茂田良光．1991．オオセッカ翼角に小さな爪がある鳥．日本の生物５:‘18-51．

竹谷彦蔵．1938．蒲生に於ける日本特有オホセッカ．野鳥５(8):832-840;５(9):910-917．

鷲谷いづみ･矢原徹一．1996．保全生態学入門．文一総合出版,東京．

'１１階鳥類研究所．1996．オオセッカ生息状況調査．環境庁,東京．

山階鳥類研究所．1998．オオセツカ生息状況調査報告書(鳥類編)，仏沼干拓地編／八郎潟地域編．
東北緑化環境保全株式会社,仙台市．



1４

RecentstatusandhabitatprefbrenceofthejapaneseMarshWarbler

atHotoke-numamarsh,northemI-lonshu,Japan

ＲｉｅNakamichi＆KeisukeUeda

LaboratoIyorAnimalEcology,Collegoo｢SciGnce，RikkyoUniversiLy、3-34-lNishi-IkGI)ukuro，

Toshima-ku,Tokyo171-8501,jilPan

ＴｈｅJapaneseMarshWarblerLocuste肋”'巴ﾉpﾉ:y腰ﾉislistedasanendangeredspeciesin

theJapaneseRedDataList・ThetotalpopuIationortheJapaneseMarshWarblerinJapan

hasbeenestimatedataboutl,000individualsandisindangerol，extinction．'rhebreeding

areaofthisendangeredsubspeciesJapaneseMarshWarblerisresLrictedtoseveralmarshes

innorthemjapan・Hotoke-numamarshatMisawa-city,Aomori-ken,isknownasthebiggest

breedingareaofthisspeciesinjapan・

WestudiedtheJapaneseMarshWarblｅｒａｔｌ－ｌｏｔｏｋｅ－ｎｕｍａｉｎｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｒ2001.

1-lotoke-numamarshwasreclaimedａｓpaddyIield，ｂｕｔｔｈｉｓｗａｓｓｔｏｐｐｅｄｏｗｉｎｇｔｏａｃｈａｎｇeor

japanesegovemmentagriculturalpolicy・Asaresult,abandonedpaddyHeldshavechanged

backtoreedbedsoverthearea・WecountedthenumberofJapaneseMarshWarblersand

otherpasserineｓｌｉｖｉｎｇｉｎｔｈｅａｒｅａａｎｄｓｔｕｄｉｅｄｔｈｅｈabitatusebytheJapaneseMarsh

Warbler，

InthepopulationcountsmadeinJunｅａｎｄＪｕｌｙ,２００１，４４６and448individualswhichwere

mostlysingingontheterritorywererecorded，respectively・Thisimpliesthatca・lOOO

individualsoftheJapaneseMarshWarblerareinhabitinginthisarea，Asabreedinghabitat，

theJapaneseMarshWarblerpreIbrredthereedso「1.00-2.20ｍｉｎｈｅｉｇｈｔｗｈｉｃｈｈａｄｂｅＧｎ

ｂｕｍｔｉｎｅａｒlyspring・Abandonedpaddyneldswhichweremappedinl992havechangedto

reedbedssincethen・Ｔｈｉｓｉｓｔｈｅｍａｉｎｃａｕｓｅｏ「therecentincreaseo1.ＪapaneseMarsh

Warblersinthisarea．
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